
芝浦工業大学
ベイエリア・オープンイノベーションセンターの概要

ベイエリア・オープンイノベーションセンターとは？
本年10月に芝浦工業大学の豊洲キャンパスの新校舎（本部棟）に誕生する

産学官協働の拠点となる施設です。本施設には、オープンイノベーションラボ、

コワーキングスペース、シェアオフィスが整備され、本学内の研究者や学生だ

けでなく学外の企業、自治体、地域の皆様が利用される予定です。

シェアオフィス、コワーキングスペースのイメージ

豊洲キャンパス本部棟正面の様子
（Ⓒ藤井浩司/TOREAL）

センター設置の目的、利用者へ提供できるもの
企業、自治体、地域の皆様、そして芝浦工業大学の研究者・学生がこの

拠点に集い、議論し、探索し、研究し、変革を実現していくことを目的として

います。この目的を実現するため、センターは利用される方々に以下の３つを

含め、様々なものを提供させていただきます。

👉👉シーズ発掘から社会実装までを可能とする活動拠点の提供

👉👉芝浦工業大学との密接な連携

👉👉研究及びビジネス活動をサポート

スタートアップ企業の育成、地域連携、研究開発活動、本格的共同研究といった
各ステージに応じた施設や支援メニューを用意しています。

本学がカバーする幅広い理工系分野における知見と企業、自治体との連携を推進
するような制度を用意しており、技術相談や本格的受託、共同研究を通して、
イノベーションの創出、地域活性化に寄与します。

産学連携支援、メンバー間交流事業、学内共通設備及び施設の利用、メンバーシップ
制度の制定といったサポート環境を充実させ、新しい研究及びビジネスを創出します。
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